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濟
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（
中
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先
年
の
世
界
載
孚
は
撮
る
意
味
か
ら
覚
せ
ば
、
濁
逸
の

領
土
的
野
心
、
汎
世
界
主
義
の
結
果
で
も
あ
り
ま
せ
う
が

叉
経
男
爵
競
争
の
結
果
こ
も
槻
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し

拐
開
載
と
な
っ
て
見
る
ご
、
何
分
濁
逸
は
攣
術
技
藝
の
進

歩
し
把
國
で
評
‘
0
る
の
で
、
戦
穣
は
軍
に
兵
力
の
強
窮
の
み

で
は
い
か
な
い
、
武
器
の
高
利
な
る
、
全
く
機
械
の
戦
雫

で
あ
っ
た
。
此
等
は
夫
の
毒
琵
斯
を
始
め
、
飛
行
機
、
潜

航
艇
が
如
何
に
聯
合
國
の
軍
隊
を
苦
し
め
、
英
人
劾
恐
れ

し
め
、
航
海
の
不
安
を
棄
し
た
か
に
依
て
知
る
事
が
幽
來

ま
す
。
総
て
戦
事
の
惨
状
も
未
曾
有
で
、
此
等
は
臼
耳
義

佛
蘭
西
邊
の
戦
跡
を
霞
漏
し
た
入
の
記
事
に
依
て
も
察
す

る
事
が
鶏
姦
る
。
是
や
が
て
愚
去
の
世
界
の
論
難
を
指
摘

し
戦
票
な
る
も
の
、
如
何
に
入
類
生
活
に
有
害
で
あ
る
か

文
學
士
　
寺
　
　
田

貞
　
　
弐

の
激
訓
ご
な
っ
た
。
其
結
果
は
世
界
の
思
想
上
に
一
大
墾

化
を
齎
し
、
所
謂
世
界
改
造
の
灘
が
高
く
な
っ
て
來
た
Q
殊

に
此
等
の
惨
状
は
濁
逸
の
軍
器
‡
…
義
に
激
て
引
き
超
さ
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
ま
義
の
絶
醤
に
誤
り
な
る
事
を
戚

す
る
様
に
な
り
、
入
類
生
活
の
安
全
を
計
る
に
は
、
軍
國
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
プ
モ
ク
ラ
シ
ま

義
で
は
い
か
な
い
ご
云
ふ
の
で
、
此
庭
に
所
謂
民
本
生
義

が
盛
に
な
っ
て
來
把
。
賀
意
昧
は
自
由
、
羅
等
、
博
愛
等

に
山
6
0
る
が
、
要
は
之
を
主
義
こ
し
て
盗
難
の
総
和
を
計
ら

う
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
幸
濁
逸
は
衆
寡
敵
せ
す
の
理
に
反

せ
か
降
服
を
し
た
の
で
、
交
戦
國
は
野
際
聯
盟
な
る
も
の

を
組
織
し
．
世
界
の
季
和
を
永
遠
に
維
持
す
る
事
に
し
た

其
結
果
は
民
族
禽
決
ご
云
ふ
様
な
事
を
も
認
む
る
事
に
な

り
、
多
年
悲
境
に
陥
て
居
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
濁
喫
し
壌
國



の
一
算
に
住
て
居
た
チ
ェ
ッ
ク
族
も
濁
立
し
て
チ
ェ
ッ
コ
・
、
　
ま
す
か
ら
、
各
々
共
に
之
を
標
準
ご
し
て
、
其
理
想
、
標

ス
怠
ヅ
ァ
キ
や
國
を
建
て
，
勾
牙
利
國
に
属
し
て
居
た
ル
　
　
準
に
近
づ
く
様
に
つ
こ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り

ー
マ
ニ
ア
入
は
糠
國
に
蹄
う
、
露
西
亜
國
に
て
は
北
方
の
　
　
ま
す
。

フ
イ
ン
ラ
ン
ー
3
人
ば
濁
黙
し
、
又
白
露
西
亜
、
小
露
西
亜
　
　
　
然
れ
ば
此
戦
璽
で
凋
強
は
如
何
に
な
っ
た
か
、
一
膿
経

も
濁
立
の
意
を
有
し
、
バ
ル
チ
ソ
ク
澹
岸
の
エ
ス
ト
ニ
ヤ
　
　
濟
に
干
す
る
考
は
、
此
戦
孚
に
依
て
全
く
墾
化
し
、
園
田
法

人
縞
解
す
を
云
ふ
事
に
な
ぶ
さ
い
思
立
國
が
多
数
學
博
士
の
言
葉
（
大
戦
に
於
け
る
世
界
鯉
濟
駅
三
下
巷
）
を
借
り
て
奪
ば
、
世
舞

に
勃
興
し
た
。
又
貿
易
に
せ
よ
今
迄
の
保
護
ま
義
で
は
い
　
　
各
國
の
経
濟
は
∀
從
摩
は
生
産
本
位
で
、
生
産
愚
弄
而
後

か
な
い
自
由
貿
易
主
義
に
し
な
け
れ
ば
い
か
な
い
ビ
云
ひ
　
　
に
演
費
ご
云
ふ
順
序
で
あ
っ
た
の
が
、
戦
後
は
全
く
反
甥

今
後
の
世
界
は
從
來
の
様
な
資
本
萬
能
主
義
で
は
い
か
な
　
　
に
交
戦
國
は
皆
湾
費
を
本
位
こ
す
る
檬
に
な
り
、
生
産
流

い
、
今
後
の
工
業
は
人
力
に
依
る
も
の
で
あ
る
事
の
此
戦
　
　
通
は
之
に
聖
慮
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
澱
ご
云
ふ
考
に
な
り

爾
で
知
ら
れ
た
の
で
勢
働
者
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
　
　
交
載
國
の
清
費
は
非
常
に
多
く
な
り
、
歳
出
入
の
如
き
勿

い
、
夫
に
は
各
國
の
勢
働
者
に
同
等
の
待
遇
を
與
へ
ね
ば
　
　
論
異
常
の
愛
調
を
生
じ
、
交
戦
四
ヶ
年
に
於
て
各
國
共
に

な
ら
な
い
ご
云
ふ
の
で
、
勢
働
曾
議
を
開
を
云
颪
で
　
多
額
の
外
債
を
背
負
ふ
事
こ
な
り
（
縫
気
門
豊
前
の
債
権

凡
て
が
民
衆
化
せ
ん
こ
し
て
居
る
。
然
し
此
二
恩
聯
盤
な
　
　
國
は
一
朝
に
し
て
債
務
國
ご
な
っ
た
。
之
に
反
し
最
都
合

る
も
の
が
こ
こ
泡
實
現
さ
れ
る
か
は
疑
問
で
、
必
ず
や
矛
　
　
よ
い
位
畳
に
立
つ
た
國
が
あ
る
Q
之
は
北
米
合
衆
國
ご
次

盾
も
少
か
ら
ず
起
る
事
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
兎
に
角
何
等
　
　
は
我
國
で
あ
っ
た
。

か
標
準
理
想
が
な
け
れ
ば
李
和
を
保
つ
事
は
困
難
で
あ
り
　
　
　
北
米
合
衆
國
は
、
覚
ハ
國
土
の
廣
大
な
る
、
生
難
物
の
豊

　
　
　
第
六
巷
　
　
維
　
繰
　
　
経
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地
躁
學
上
よ
q
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歪
る
職
後
の
世
界
（
中
）
　
　
　
　
　
　
　
第
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鎮
六
巻
　
　
雑
纂

富
な
る
、
戦
前
よ
り
世
界
無
比
の
幸
鵬
な
國
で
、
其
中
央

部
だ
け
で
も
面
積
無
量
三
画
萬
英
哩
で
、
二
億
の
住
民
を

養
ふ
事
が
寓
來
る
ご
云
は
れ
て
居
る
、
耳
塞
に
現
今
の
人

璃
は
爾
一
億
に
過
ぎ
な
い
し
、
土
地
は
李
坦
肥
沃
ご
、
北

部
に
は
小
褒
の
灌
膨
く
、
其
産
額
は
優
に
國
内
の
需
要
を

充
だ
す
に
昆
り
、
構
海
外
に
も
供
給
す
る
事
が
欝
家
、
南

部
に
は
棉
花
、
替
藷
等
の
産
が
あ
り
、
棉
花
は
テ
ク
テ
ス
。

ア
ラ
バ
マ
邊
の
主
産
地
で
、
世
界
」
綿
花
の
大
供
給
地
を
な

し
て
居
る
○
農
薩
許
で
な
く
、
東
部
由
昼
中
に
は
前
述
の
如

く
豊
富
な
炭
履
が
あ
り
、
其
豊
富
な
事
は
英
断
以
上
で
、

石
炭
ビ
共
に
鐵
も
各
地
に
産
際
す
る
の
で
、
各
糠
工
業
登

達
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
附
近
は
其
中
心
こ
し
て
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
の
製
鐵
の
如
き
は
、
濁
逸
の
エ
ソ
セ
ン
ご
並
て
有

名
で
あ
り
、
從
て
機
械
、
造
船
業
も
螢
達
し
た
。
此
他
織
物

製
革
等
工
業
の
進
歩
著
し
き
も
の
が
あ
る
、
夫
で
開
戦
後

は
中
立
國
こ
し
て
、
各
種
物
資
を
欧
諸
國
に
供
給
し
た
。
交

戦
國
の
一
に
擁
て
か
ら
も
、
質
地
華
墨
置
上
、
薩
接
戦
場

終
蟹
塊
理
學
上
よ
り
魏
☆
る
職
後
の
嚢
界
（
中
）
　
　
　
　
　
　
　
於
坦
　
一
　
號
　
　
　
一
〇
山
ハ
　
（
　
○
菰
ハ
）

　
の
惨
を
味
ふ
事
も
な
く
、
簸
て
大
切
な
生
霊
を
失
ふ
事
は

包
埋
の
襟
で
な
い
か
ら
、
欧
諸
國
の
如
く
工
場
の
蓮
轄
を

、
休
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
こ
ご
も
な
く
、
休
止
慮

で
な
く
欧
交
戦
國
で
は
、
前
述
の
海
り
、
職
事
は
消
賛
で

あ
る
要
る
だ
け
の
も
の
は
消
費
し
て
も
敵
に
勝
た
ね
ば
な

ら
滋
ε
云
ふ
思
想
か
ら
、
外
債
を
や
っ
て
、
必
需
品
を
ざ

ん
一
買
入
だ
。
其
供
給
は
こ
串
せ
ば
、
位
置
上
か
ら
槻

て
も
、
工
業
登
展
の
度
か
ら
接
て
も
、
交
通
の
黙
か
ら
推

し
て
も
、
合
軍
職
以
外
に
他
に
な
い
の
で
め
る
。
其
結
果

合
衆
國
の
工
場
は
休
止
慮
で
な
く
、
戦
璽
の
御
蔭
で
普
く

獲
達
し
、
合
衆
國
は
互
利
を
博
し
把
。
所
謂
大
成
金
こ
な

り
、
其
富
を
貯
ふ
る
事
無
慮
戴
千
八
百
億
圓
、
外
國
貿
易

入
拾
五
億
除
圓
．
外
資
百
武
拾
億
圓
ご
興
せ
ら
れ
、
外
國
に

ざ
し
一
貸
付
其
高
は
四
拾
億
圓
に
上
う
、
元
利
支
彿
差

引
一
ケ
年
拾
億
乃
至
拾
武
億
圓
の
利
を
得
る
事
に
な
っ
た

ビ
犯
せ
ら
れ
る
。
只
さ
へ
富
力
な
合
衆
國
に
し
て
今
同
の

互
大
の
富
を
重
ね
た
の
で
あ
る
か
ら
、
各
種
の
方
面
に
活



劇
を
試
み
ざ
る
を
得
な
い
事
に
な
っ
た
○
諮
り
金
が
あ
り

過
ぎ
る
の
で
之
が
漉
費
の
道
を
講
じ
な
い
ご
、
反
て
魁
界

の
弊
害
を
超
す
の
で
、
之
が
費
途
に
苦
心
し
て
居
る
ざ
準

し
ま
す
の
は
事
實
で
、
合
衆
國
で
は
國
内
に
於
て
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
冠
す
の
み
な
ら
す
、
廣
く
世
界
に
向
て
投
資
を
企
て
、

居
る
。
國
内
の
事
業
こ
し
て
は
、
其
の
化
撃
工
業
嘉
例
へ

ば
染
料
の
如
き
、
戦
前
燭
逸
の
僕
給
を
柳
ひ
で
詳
細
の
を

最
後
其
輸
入
が
杜
絶
し
た
爲
め
、
織
物
業
に
多
大
の
打
繋

を
受
た
結
果
は
化
學
工
業
の
糞
壷
煮
な
り
、
從
來
不
振
で

あ
っ
た
此
種
工
業
が
蛮
蓮
し
、
或
る
程
度
迄
猫
品
の
輸
入

を
待
た
な
く
て
も
よ
い
事
に
な
っ
た
。
由
來
合
衆
國
は
工

業
は
褒
蓬
は
し
て
居
た
が
、
何
分
風
土
の
大
は
農
牧
産
物

が
多
か
っ
た
爲
に
、
貿
易
は
工
業
品
よ
り
も
農
牧
品
の
方

が
重
を
な
し
て
居
た
が
、
戦
爾
の
結
果
合
衆
國
は
農
業
時

代
か
ら
…
躍
工
業
時
代
に
…
進
み
、
其
結
果
は
從
來
の
濁
逸

口
㎜
の
販
路
を
奪
ふ
事
に
な
っ
た
。

　
一
管
載
量
に
於
け
る
獅
逸
商
品
の
践
麗
は
想
像
外
で
、

　
　
　
第
六
巻
　
　
雑
　
纂

縄
潜
塊
理
學
上
よ
り
魏
敦
る
職
後
の
盤
界
（
中
）

露
西
亜
等
は
勿
論
、
南
米
、
中
米
ご
云
は
す
、
舎
衆
國
内

に
於
け
る
古
血
晟
の
勢
力
も
、
侮
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
濁
入
は
南
米
各
市
に
商
館
を
設
け
、
銀
行
を
櫨

き
、
盛
に
貿
易
に
從
翻
し
、
人
を
各
國
に
派
し
て
其
人
情

風
俗
を
調
査
し
、
其
國
に
適
合
す
る
商
品
を
造
り
、
叉
需

要
多
き
國
の
商
品
は
之
を
模
造
し
て
、
之
ご
競
遣
し
た
。

’
例
へ
ば
猫
逸
製
玩
具
は
戦
前
合
衆
國
で
は
大
一
勢
力
∵
だ
占
め

て
居
淀
も
の
で
あ
る
が
、
此
等
は
撚
本
玩
具
の
模
造
品
ご

我
霧
島
の
販
路
を
奪
た
形
跡
で
あ
る
ε
申
し
ま
す
。
こ
う

云
ふ
風
に
、
澗
逸
の
商
赫
は
南
米
、
中
米
を
通
じ
て
大
勢

力
を
得
て
居
だ
。
合
謡
言
は
所
謂
汎
亜
米
利
加
圭
義
で
、

南
米
へ
の
登
展
を
切
望
し
て
居
る
折
か
ら
だ
か
ら
、
此
期

を
逸
せ
す
早
悪
血
品
の
販
路
を
嚢
ひ
、
の
み
な
ら
す
各
種

の
方
面
に
麗
く
投
資
す
る
ご
云
ふ
有
学
に
な
り
、
猶
学
ん

で
は
北
米
の
北
部
ア
ラ
ス
カ
よ
り
露
草
西
門
利
亜
潜
思
迄

も
陰
に
書
策
す
る
庭
あ
り
、
東
洋
に
於
て
は
支
那
に
曾
て

赫
然
其
勢
力
の
路
面
に
努
め
る
ご
云
ふ
素
嘉
し
い
有
襟
で

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
〇
七
　
（
一
〇
七
）



　
　
　
策
六
巻
　
雑
纂

め
り
ま
す
。
斯
く
て
北
米
合
衆
悪
は
、
瞳
諦
國
の
疲
弊
に
乗

じ
互
萬
の
富
を
得
、
馬
力
頓
に
揚
）
、
從
來
の
位
澱
を
轄
倒

し
、
莫
國
に
代
て
世
界
の
一
大
勢
力
ビ
な
う
、
英
・
濁
・
佛

等
に
代
て
盛
に
勢
力
の
扶
植
を
計
る
有
意
こ
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
合
衆
國
に
次
で
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
巨
本
で
あ
り

ま
す
。
我
國
も
交
戦
躍
の
一
で
は
あ
b
ま
す
が
、
地
理
的

吉
言
が
北
米
岡
襟
、
尊
書
よ
り
隔
て
居
る
の
で
、
其
影
響

を
驚
く
る
事
な
く
、
合
衆
圏
ご
瞬
模
腿
戦
の
結
果
反
て
経

濟
上
の
李
下
を
遽
げ
、
寝
鳥
當
初
は
一
時
本
邦
品
に
鋤
す

る
海
外
の
需
要
が
減
じ
セ
の
で
、
憂
慮
の
傾
で
あ
っ
た
が

欧
洲
に
於
け
る
物
資
の
歓
乏
は
、
や
が
て
別
本
晶
の
需
要

を
喚
濃
し
、
我
経
濟
界
は
頓
に
活
氣
を
呈
し
、
物
資
敏
乏

の
世
界
納
影
響
は
物
議
の
暴
騰
を
惹
起
し
、
國
民
生
濤
上

に
困
難
を
嫁
し
穴
ご
は
云
へ
、
一
般
よ
6
漁
れ
ば
、
経
濟

的
襟
芯
は
未
曾
有
で
、
工
業
用
原
料
品
は
元
來
欧
洲
の
産

で
な
く
、
其
権
民
地
た
る
印
度
、
濠
洲
、
南
洋
等
で
あ
っ

経
騰
塊
理
學
上
よ
り
魏
表
ろ
戦
後
の
世
界
（
中
）
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た
の
で
、
歓
洲
工
業
の
休
止
ご
典
に
、
此
等
諸
産
地
の
原

料
品
を
優
に
得
る
事
が
出
來
淀
。
尤
船
腹
不
足
等
の
園
難

は
あ
っ
だ
け
れ
こ
も
、
且
支
那
ご
云
ふ
富
源
を
近
く
控
え

て
居
る
の
で
、
工
業
・
は
著
し
く
調
達
し
貿
易
は
輸
入
も
塘

蜘
し
た
に
拘
は
ら
す
、
輸
繊
の
堰
擁
甚
し
く
、
戦
前
常
に

轍
入
超
過
に
苦
み
、
　
一
蒔
は
破
産
を
さ
へ
講
へ
ら
れ
た
我

國
が
、
俄
に
恢
復
、
外
債
を
濡
却
す
る
の
み
な
ら
す
、
幾

分
で
も
貸
付
を
な
す
事
に
な
り
、
債
務
國
た
る
日
本
は
、

一
躍
溶
湯
國
ご
化
し
た
、
恰
も
浄
九
世
紀
欧
洲
都
計
當
時

に
於
け
る
英
國
ご
同
境
遇
ε
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

，
夫
で
戦
時
中
ば
、
何
等
の
競
雫
も
な
く
、
東
亜
、
南
洋

方
面
に
於
て
、
英
濁
の
商
品
に
代
り
て
販
路
を
蟹
曝
し
た
。
．

此
等
は
載
後
駆
國
の
貿
易
額
が
、
著
し
く
添
加
し
て
居
る

の
を
見
て
も
知
る
事
奮
摩
る
。
（
讐

　
然
れ
ば
、
戦
後
直
に
経
書
活
動
を
績
け
得
る
國
は
、
北
米

合
衆
國
ご
鍵
本
ご
の
二
國
で
あ
る
事
ご
云
は
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
然
れ
ば
欧
諸
鯛
の
將
摩
は
如
何
、
勿
論
厭
諸
國
鷲



取
て
は
、
戦
時
中
に
負
け
た
互
大
の
債
務
は
之
を
返
却
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
今
後
は
一
撃
の
活
動
を
要
す

る
の
で
は
あ
る
が
、
何
分
戦
時
中
軍
に
財
政
上
に
於
て
疲

弊
し
た
許
で
な
く
、
多
く
の
活
動
盛
り
の
青
年
を
失
ひ
、
或

は
各
種
の
設
備
は
破
壊
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
直
に
経
濟
活

動
を
開
始
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
倣
堺
の
経
濟
場
裡

に
入
る
迄
に
は
却
々
の
準
備
を
要
す
る
事
ご
思
ふ
。
世
論

は
其
國
内
の
秩
序
恢
復
に
は
少
く
ε
も
二
三
年
を
要
す
ご

云
ふ
事
に
一
致
し
て
居
る
ら
し
い
。
果
し
て
然
れ
ば
現
下

の
世
界
は
殆
ざ
戦
時
ご
同
榛
北
米
、
教
本
の
爾
國
が
経
濟

上
に
於
け
る
二
大
勢
力
ご
し
て
活
動
す
る
事
に
な
る
の
で

あ
る
○
然
し
此
二
大
勢
力
の
い
っ
迄
其
勢
聖
維
持
し
得
る

や
は
素
よ
b
問
題
で
あ
る
。

　
夫
で
戦
後
の
勢
力
國
ご
し
て
米
・
臼
を
除
き
、
他
に
経

濟
上
好
適
の
地
位
に
あ
る
閣
は
な
い
か
ご
考
へ
ま
す
る
に

英
・
佛
・
伊
・
濁
・
露
を
除
て
は
、
他
は
皆
此
等
諸
國
の
薦
國

か
植
民
地
か
叉
は
小
猫
立
國
の
み
で
あ
り
、
近
き
將
來
に

　
　
　
飾
六
轡
　
　
雑
　
纂

於
て
世
界
の
欝
欝
場
裡
に
打
て
出
づ
べ
き
も
の
を
認
め
な

い
。
將
來
を
囑
望
す
べ
き
も
の
は
．
矢
張
b
英
・
佛
・
濁
・
憐

等
の
他
に
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
然
れ
ば
二
塁
・
佛
∵
伊
・
露
・
濁
の
牌
…
．
家
・
如
何
、
　
一
膿
一
群
経

濟
螢
島
上
、
現
時
勢
こ
し
て
最
重
要
な
の
は
何
で
あ
る
か
、

前
に
も
申
r
、
た
如
く
、
世
界
戦
雫
は
、
全
く
腕
力
の
戦
雫

で
な
く
し
て
機
械
の
戦
孚
工
業
の
戦
爾
で
あ
っ
た
。
農
牧

本
位
の
國
柄
で
は
、
到
底
此
激
烈
㍑
競
製
図
謹
に
於
て
葺
ハ

覇
を
握
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
慨
し
て
工
業
の
墓
礎
は

現
今
の
庭
、
爾
鐵
・
石
炭
を
毅
い
て
他
に
無
い
の
で
あ
る
○

之
は
古
來
工
業
登
達
の
歴
史
を
親
、
次
に
現
今
経
挙
上
世

界
一
に
覇
…
を
聡
へ
て
居
る
國
を
伽
詣
る
ご
よ
く
知
れ
る
の
で
あ

る
。

経
齋
地
理
學
上
よ
り
槻
糞
る
戦
後
の
世
界
（
中
）
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